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＜好調な民間消費により、10-12 月期に景気底打ちの可能性高まる。安倍政権にとっては追い風となる。＞ 

 
先週(1/7-1/11)は、12 月の財政資金対民間収支、乗用車新車販売台数、景気ウォッチャー調査、11 月の消費総合指数、

景気動向指数及び国際収支状況が更新された。先週更新された月次データは、民間最終消費支出、公的企業在庫品増減及

び純輸出の予測に影響を与える。 

今後予測変化のポイントとして、11 日発表の 11 月消費総合指数が重要であると 12 月の月次予測レポートで指摘した。

結果、同指数は前月比+0.5%上昇し、2 ヵ月連続のプラスとなった。実績は事前予測を上回り、また過去データが上方修

正されたため、10-11 月平均値は 7-9 月期平均比+1.0%高い水準となっている。このため、10-12 月期の実質民間最終消費

支出の予測値は先週から上方修正された(前期比+0.7%→同+1.0%)。 

一方、12 月の食料安定供給と 11 月の国際収支状況が更新された結果、10-12 月期の実質公的企業在庫品増減の予測値

は先週から上方修正、実質財貨・サービスの予測値は下方修正された。 

12 月の景気ウォッチャー現状判断 DI は前月比 5.8 ポイント大幅上昇した。2 ヵ月連続の改善。安倍新政権の政策期待

や、円安株高の進行が企業や消費者の心理を大きく改善させたようである。 

今週の CQM(支出サイド)は、10-12 月期の実質 GDP 成長率を、内需は小幅拡大するが、純輸出は小幅縮小するため前

期比年率-0.1%と予測する。先週の予測(-0.8%)から上方修正。また 1-3 月期は、純輸出の減少幅が縮小し内需の増加幅が

拡大するため、同+2.5%と予測する。好調な民間最終消費支出により、10-12 月期に景気は底打ちする可能性が高くなっ

てきた。安倍政権にとっては追い風である。 

CQM 予測の動態：実質 GDP 成長率 
2012Q4 (%，前期比年率換算)  
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▶先週(1/7-1/11)は、12 月の財政資金

対民間収支、乗用車新車販売台数、

景気ウォッチャー調査、11 月の消費

総合指数、景気動向指数及び国際収

支状況が更新された。 
▶民間消費は好調。11 月の消費総合

指数は前月比 2 ヵ月連続のプラス。

結果、10-11 月平均は 7-9 月期平均

比+1.0%高い水準となった。10-12
月期の実質民間最終消費支出の予測

値は先週から上方修正された。 
▶12 月の景気ウォッチャー現状判断

DI は大幅上昇。安倍新政権の政策期

待や、円安株高の進行が企業や消費

者の心理を大きく改善させた。 
▶今週の CQM(支出サイド)は、10-12
月期の実質 GDP 成長率を、内需は

小幅拡大するが、純輸出は小幅縮小

するため前期比年率-0.1%と予測す

る。先週の予測から上方修正。 
▶民間消費の好調により、10-12 月期

に景気は底打ちする可能性が高く

なってきた。安倍政権にとっては追

い風である。 
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